
「過積載（かせきさい）」の本当のメリットを図解でご説明します
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疑問 解答
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「実際の発電量 ÷ 定格出力」を設備利用率とし、年間で最大出力
で稼働できる割合を算出出来ます。これによると、日本国内の
住宅用太陽光発電では、平均が12～ 17％と言われています。

実際は１割ほどしか最大出力に至っていない
という現実が賢いシステム設計のヒント…
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しかし、意外な現実

冷涼な



４kW パネル

４kW パワコン
４kW パワコン

５kW パネル
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昼間は過積載分が溢れ
ますが、１日トータルでは、
早く多く電気を受け取る
ことが出来ます

受け皿が大きいことで
朝夕の少ない光でも
しっかり電気を受け取
ることが出来ます！

受け皿を大きくすれば、 少ない光でも

電気を受け取れて、トータル量が多くなります



4kWパワコン上限

ピーク
カット分

パネル５kW

パネル４kW

発電量
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ピークカットで

捨ててしまう電力量

よりも

朝 ・夕に増える電力量

の方が５～１５％多く

経済合理性が

高い
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120%～180％



まとめ ▶ 多くのメリットのにより 「パネル過積載」 を標準にしています
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過積載で
！ 最大限の光熱費削減効果を実感してください！




